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「菊池地域精神保健福祉の集い」を開きます

INFORMATION INFORMATION

〜
対
象
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月

未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
結
核
感
染
前
の
早
い
時

期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
で
す
。

　

市
で
は
、
満
３
カ
月
以
上
〜
６
カ

月
未
満
の
乳
児
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
集
団
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま

す
。

　

体
調
の
良
い
と
き
に
、
早
め
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

７
月
28
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

泗
水
公
民
館

対
象
年
齢
と
回
数

　

生
後
３
カ
月
〜
６
カ
月
未
満
の
乳

児
に
１
回

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
個
人
で

受
け
る
「
有
料
」
の
任
意
接
種
に

な
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る
「
予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
接
種
す
る
乳
児
の
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
で
お
子
さ
ん

の
様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

６
月
末
に
希
望
者
に
発
送
し
た

「
子
宮
が
ん
検
診
（
施
設
）
の
お
知

ら
せ
」
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

斎
藤
産
婦
人
科
医
院
の
欄

（
誤
）
午
前
９
時
00
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　

←

（
正
）
午
前
９
時
〜
正
午

日　

程

第
１
回

・
第
１
講
座　

７
月
28
日
（
木
）

・
第
２
講
座　

８
月
25
日
（
木
）

第
２
回

・
第
１
講
座　

８
月
４
日
（
木
）

・
第
２
講
座　

８
月
25
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

対
象
者　

小
学
生

テ
ー
マ

　

あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ
た
い
小
学

生
「
肥
満
症
の
基
礎
知
識
及
び
合
併

症
と
治
療
法
に
関
す
る
学
習
」

費　

用　

約
４
、
０
０
０
円
（
検
査

代
・
昼
食
費
込
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
再
春
荘
病
院

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
０
０

マ
ー
ク
の
つ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
は
、
そ
れ
だ
け
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
（
合
併
前
の
旧
市
町
村
）
で
定
め

ら
れ
た
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
の
つ
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
を
混
ぜ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

素
材
が
異
な
る
た
め
で
す
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
水
洗

い
を
し
、
水
を
切
っ
て
、
キ
ャ
ッ

プ
・
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
、
ス
ト

ロ
ー
な
ど
の
異
物
を
混
入
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

ま
た
は 

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支

所
民
生
課

　

菊
池
市
は
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場

問
題
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
考
え
、

平
成
16
年
１
月
か
ら
最
終
処
分
場
の

操
業
期
間
の
短
縮
に
向
け
て
、
区
長

会
代
表
者
を
含
め
て
市
・
県
・
会
社

（
九
州
産
廃
㈱
）
で
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

早
期
解
決
に
向
け
た
市
民
集
会
を

市
と
菊
池
総
合
支
所
区
長
連
絡
協
議

会
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

７
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

議　

題　

産
廃
問
題
の
早
期
解
決
に

向
け
た
市
民
集
会

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

菊
池
市
で
は
、
市
民
と
市
が
一
体

と
な
っ
て
協
働
で
美
化
環
境
の
充

実
と
美
化
空
間
を
創
造
す
る
た
め
の

「
菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
管
理
す
る
市

道
や
公
園
の
美
化
清
掃
活
動
（
清
掃
、

除
草
、
花
の
管
理
な
ど
）
を
定
期
的

に
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
作
業
に
対
し
、
必
要
な
物
品

な
ど
の
貸
付
や
支
給
を
行
な
う
制
度

で
す
。

　

た
だ
し
、
市
道
や
公
園
で
も
、
各

地
区
の
人
築
な
ど
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
施
設

・
菊
池
市
建
設
部
維
持
課
ま
た
は
都

市
整
備
課
が
所
管
す
る
市
道
・
公

園
で
市
長
が
認
め
た
区
域

（
対
象
と
な
ら
な
い
区
域
も
あ
り

ま
す
の
で
、
各
担
当
課
に
直
接
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

団
体
の
資
格

・
市
民
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

・
１
年
間
６
回
以
上
活
動
し
、
２
年

以
上
継
続
す
る
グ
ル
ー
プ

市
が
支
援
す
る
内
容

・
美
化
活
動
に
必
要
な
花
苗
、
肥

料
、
ゴ
ミ
袋
、
ホ
ウ
キ
、
移
植
ゴ

テ
、
レ
ー
キ
な
ど

（
予
算
の
範
囲
内
で
貸
与
ま
た
は

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

維
持
課
（
市
道
関
係
）

都
市
整
備
課
（
公
園
関
係
）

　

私
た
ち
は
、
花
に
よ
る
心
温
ま
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
、
菊
池
公
園
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
に
も
っ
と
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
市
の
許
可
を
得

て
私
費
で
花
を
植
え
て
い
ま
す
。
花

の
苗
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
と
、

一
緒
に
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
会
の
名
前
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

花
の
苗
募
集

・
募
集
す
る
苗

　

松
葉
ボ
タ
ン
（
八
重
）、
ミ
ニ

ケ
イ
ト
ウ
、ホ
ウ
セ
ン
カ
、サ
フ
ィ

ニ
ア
、ペ
チ
ュ
ニ
ア
、マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
日
々
草
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
草
丈
の
低
い
も
の
。

・
受
け
取
り
場
所

　

市
民
広
場　

武
光
公
像
前

・
受
け
取
り
期
日

　

８
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

作
業
日
と
場
所

　

毎
月
第
２
日
曜
日
（
８
月
14
日)

と
月
曜
日
（
８
月
15
日
）
の
午
前
８

時
か
ら
、菊
池
公
園
の
「
は
な
畑
（
旧

城
山
住
宅
入
り
口
付
近
）」
で
１
時

間
程
度

会
の
名
前
募
集

　

会
の
名
前
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

代
表
者　

中
川
靖
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
５
２
０
５

　

事
務
局　

岩
永　

誠

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
１
８
５

　
　
　
　
　
　

FAX
（
25
）
２
１
８
８

　「心の病」について理解を深めることを目的に、菊池地域精神保健福祉の集い
を次のとおり開催します。
　すべての会場で、どなたでも参加可能です。ぜひお気軽にご参加ください。

産
廃
問
題
の
早
期
解
決
に
向

け
た
市
民
集
会
を
開
き
ま
す

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う

講　演　「統合失調症の基本的理解」
講　師　菊陽病院
　　　　院長　樺島啓吉氏
と　き　８月２日（火）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　合志町役場２階大会議室

講　話　「地域の中で精神障害者が
　　　　　暮らしやすくなるために」
講　師　中山記念病院
　　　　院長　信岡幸彦氏
と　き　９月９日（金）
　午後２時30分～午後４時30分
ところ　西合志町保健福祉センター
　　　　ふれあい館

講　話　「病気の理解と周囲の理解」
　～精神障害者を理解するために～
講　師　菊陽病院
　　　　副院長　和田冬樹氏
と　き　12月７日（水）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　菊陽杉並木公園さんさん

講　演　「うつ病の理解と予防について」
講　師　菊池有働病院
　　　　院長　有働信昭氏
と　き　２月８日（水）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　菊池市福祉会館

問い合わせ先
　菊池保健所保健予防課
　☎（25）4155

お
わ
び
と
訂
正

「
小
児
肥
満
教
室
」

受
講
生
募
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
の
出
し

方
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　菊池市では、ごみの減量化の一環として、生ごみ処理容器（電
動式を含む）を購入する人に補助金を交付する制度があります。
補助の対象となる処理容器
　生ごみを堆肥として再生処理する容器および電動式生ごみ
処理機で、耐久性に優れているもの。
補助の対象者
　菊池市に居住し、処理容器などを購入しようとする一般市民。
補助率および補助限度額
　１世帯処理容器 1器につき購入価格の 1/2 以内とし、電
動式の場合 20,000 円、その他は 3,000 円を限度とします。
ただし、予算の範囲内とします。
提出書類
 ・交付要綱に定められた申請書および請求書
 ・購入者および購入価格が確認できる書類
　（領収書など　※レシートは不可）
 ・処理容器の性能などが確認できるカタログなど
 ・その他市長が必要とする書類
問い合わせ・提出先
　環境課　または 七城・旭志・ 泗水の各総合支所民生課

菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

出
来
ま
し
た

心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

生ごみ処理容器などの購入に対して生ごみ処理容器などの購入に対して
補助金の交付制度補助金の交付制度補助金の交付制度 がありますがあります


